
 

皆 様 

 日頃よりお世話になっております。手島利夫です。いろいろな会合でお名刺をいただいた方に

時々送信している資料です。送信ご不要な方は、お手数ですがご連絡ください。 

 

さて、1月 19 日（土）、第 2 回ジャパンＳＤＧｓアワード受賞者報告会に参加してまいりまし

た。まずは受賞団体の皆様、おめでとうございます。今年の受賞団体はまた一段と実践に磨きが

かかり、どの団体様のお話からも揺るがぬ理念と確固たる実践が伝わってきて、アワード設定の

成果が感じられました。最優秀として内閣総理大臣賞を受賞された日本フードエコロジーセンタ

ーの高橋様はお話の中で「今やっていることは、自分が 10歳の時に作文に書いた、やりたかった

ことをずっとやっているだけ」という趣旨のお話をされましたが、『強い問題意識と実践への意

志を育てる教育』の重要性を改めて感じさせられました。私たちの進めているＥＳＤの中からこ

のような「持続可能な社会の創り手」をどれだけ育てられるかが世界の未来を左右すると思いま

す。学習指導要領の基本理念として示されているＥＳＤの具現化に向けて、教育も勝負の時を迎

えているように思います。第 1回アワードの受賞校八名川小学校の全校児童による八名川まつり（Ｅ

ＳＤ～ＳＤＧｓプレゼンまつり）は 2月 16 日（土）9：00～11：30です。午後に、研究交流会の予定です。 

さて今回は 

「ＥＳＤの研修会はどのように進めたらいいのでしょうか？」に対するお応えをまと

めてみました。この内容は、「学校発・ＥＳＤの学び」の第 6 章の７「伝わりにくいＥＳＤをど

のように校内に根づかせるか」で概要を示したものです。実践を通じてますます明確になってき

ました。この記事は教育出版のＨＰ上の「手島先生ＥＳＤについて質問です！」コラムの第 5回

として、read:https://www.kyoiku-shuppan.co.jp/business/cate4/sdg-esd-5.html 

にも出ていますが、以下の本文をそのまま印刷していただくと Ａ４版にピッタリの資料に大き

く収まります。 

コラムと言いながら長いところが奇妙ですが、ご覧いただけたら幸いです。実際の研修会で使

ったプレゼンの資料はＰＤＦ版で「ＥＳＤ・ＳＤＧｓを推進する手島利夫の研究室」から読みや

すい形の資料としてダウンロードできます。 

           

        「ＥＳＤ・ＳＤＧｓを推進する手島利夫の研究室」を開設しました 

           URL=https://www.esd-tejima.com/ から入り、指導者へのページで 

           8－10 を開くと読みやすいと思います。 

           Ｍａｉｌ＝contact@esdtejima.com（ご質問はこちらからどうぞ） 

「学校発・ＥＳＤの学び」も校内研究等で一層ご活用ください 

                  

 



 

 



 



 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

     「ＥＳＤ・ＳＤＧｓを推進する 

       手島利夫の研究室」を開設しました 

       URL=https://www.esd-tejima.com/ 

        ☏＝  03-3633-1639 

       Ｍａｉｌ＝contact@esdtejima.com 

                            ご活用ください。手島利夫 
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